
【報道資料】 

令和６年５月３０日   奈良県田原本町 

 本町では、子どもの数は減少を続けており、学校教育の目的及び目標をより良

く実現していくために教育環境を改善すべく、町内の小・中学校、幼稚園の再配

置を推進しております。 

 このような状況の中、平成２７年度より検討を重ね、令和３年度には「田原本

町小中学校施設再配置基本計画」を策定いたしました。この基本計画を受け、令

和４年度には、東小学校、北小学校、田原本小学校の３小統合に向け、「田原本

町小学校３校統合施設基本構想」を策定、令和５年度には「田原本町小学校３校

統合施設基本計画」を策定いたしました。 

 基本計画策定にあたっては、学校現場の意思を最大限に活かすため、統合校の

教員を中心としたプロジェクトチームで、様々な調査・研究・検討を進めました。

又、３小学校高学年の子ども達を対象としたワークショップで、「こんな学校あ

ったらいいな」等のアイデアをいただきました。 

  これらを受けた、施設整備の方針、施設の配置、平面計画等を取りまとめた基

本計画となっており、本年度は、基本設計業務を進めて参ります。 

設計業務については、公募によるプロポーザル方式により専門的な知識や経

験等を有する事業者を選定する予定をしております。 

 今後の予定としては、令和７年度に実施設計、その後建築工事となり、令和１

１年度の開校を目指しております。  

【この件に関するお問い合わせ先】  

教育委員会事務局教育総務課 安倍 

TEL 0744-32-2906 

田原本町小学校３校統合施設基本計画 策定 
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⽥原本町⼩学校3校統合施設基本計画（概要版）
背景と⽬的01
 ⼈⼝減少と少⼦⾼齢化が全国的に進⾏する中、⽥原本町においても⼦どもの数は減少を続けており、学校教育の⽬的
及び⽬標をより良く実現していくために教育環境の改善を要する⼩規模な学校・幼稚園が存在する地域があります。
 このような状況の中、⽥原本町学校・幼稚園規模適正化検討委員会が平成 27 年８⽉に教育委員会より受けた、「⼦
どもたちがより良い教育環境の中で効果的な教育が受けられる学校教育の実現に資する」ための町⽴⼩・中学校及び幼
稚園の規模・配置の適正化に関する考え⽅の諮問を契機として、今後の⽥原本町の⼩・中学校及び幼稚園の規模・配置
の適正化について検討を進めてきました。
 上記の検討過程を踏まえ、令和３年度において⼩学校の再配置パターンの⽐較評価結果や今後の課題についてとりま
とめた、「⽥原本町⼩中学校施設再配置基本計画」を策定し、⽥原本町⽴東⼩学校、 ⽥原本町⽴北⼩学校及び⽥原本町⽴
⽥原本⼩学校の３校統合を推進することを決定しました。
 令和４年度においては、町の未来を担う⼦どもをはぐくむ新たな学校づくりの⽅向性を記載した「⽥原本町⼩学校３
校統合施設基本構想」を策定し、令和５年度において施設計画コンセプトとなる⽥原本町『みらい共育拠点』を記載し
た「⽥原本町⼩学校３校統合施設基本計画」 （以下、本基本計画とします）により、施設整備の⽅針、施設の配置、平
⾯計画（諸室配置の概略）等をとりまとめました。
 なお、具体的な諸室の利⽤⽅法や環境性能、構造性能等の詳細な検討は、令和６年度において⾏うことを予定してい
ます。また、統合の対象となる３⼩学校は対等な⽴場であることから、こどもワークショップ等児童の意⾒も取り⼊れ
ながら、３⼩学校それぞれの特徴や⽂化を引継ぎ、いずれかの学校が中⼼となることなく、対等に統合することを前提
としています。 

計画の検討過程04

整備スケジュール・案05

 「⽥原本町⼩学校３校統合施設基本構想」において、⽥原本⼩学校敷地に統合校を建築することとなりました。これ
によって、スピード感をもって建築が進められることとなりました。⽤地取得等に要する期間も不要となることで、統
合が早く進み、既存⼩学校に必要となる修繕費等の経費も抑制することができます。

事業概要02
 ⽥原本町⼩学校３校統合施設は、「⽥原本町⼩学校３校統合施設基本構想」に基づき、⽥原本⼩学校敷地において整備します。

施設名称 ︓⽥原本町⼩学校３校統合施設
形   態︓３校統合⼩学校（児童数 約 750 名）
場   所︓奈良県磯城郡⽥原本町新町 48 番地 ( ⽥原本⼩学校敷地 )
施設⽤途 ︓⼩学校（平成 31 年国⼟交通省告⽰第 98 号別添⼆第七号第１類）
整備概要 ︓現在の⽥原本⼩学校の敷地内において、３⼩学校を統合した⼩学校施設を整備する。

上位関連計画と整合性及び施設計画コンセプト03
 令和５年３⽉に策定された『⽥原本町⼩学校３校統合施設基本構想』により⽰された学校づくりの基本理念および基
本⽅針に基づき、本基本計画における施設の計画コンセプトと整備⽅針を設定しました。

⽥原本町
『⽥原本町⼩学校 3 校統合施設基本構想』

本施設コンセプト

〇主体的に学ぼうとする意欲を培います。
〇⾃分の考えを積極的に表現できる⼒を
 育てます。

●多様な学習形態、弾⼒的な集団による活動に対応できる、
様々な広さやタイプの学習空間

●主体的な学びを促進するしつらえ

〈学校作りの基本⽅針〉
１.⾃ら学ぶ⼒をはぐくむ学校

 統合校舎の配置として、北側配置と南側配置の２案で検討を⾏いました。
 検討の結果、⼯事中の影響や仮設校舎建築の有無に係るコストを⽐較し、また敷地内⽔路上に校舎を建築するリスクも鑑み、南側配置として整
理しました。

◆校舎配置の検討

 統合校舎を南側に配置すると整理したことに伴い、既存の屋内運動場を継続して利⽤するのか、新たな屋内運動場を建築するのかについても検
討を⾏いました。
 既存の屋内運動場は、建築年数が 35 年を超えており、継続して利⽤する場合、⻑寿命化改修を実施する必要があります。⼀⽅、校舎と⼀体もし
くは近接した屋内運動場を建築する場合、建築費⽤が必要となります。それぞれの利便性や将来的な建替えにおける児童等への影響、ライフサイ
クルコスト等を検討し、併せて、屋外運動場も整形で⼗分な広さが確保できることから、新校舎において⼀体的に建築することと整理しました。

◆屋内運動場の検討

 既存の屋外運動場（約 7,600 ㎡）に校舎を建築することから、⼯事中の屋外運動場が利⽤できなくなるため、既存プール施設を先⾏解体し、
仮設屋外運動場敷地（約 2,100 ㎡）を確保し、⼯事中の屋外体育授業を⾏える⼯事計画を検討しました。また、休み時間においては現在開放して
いない既存屋内運動場（約 1,100 ㎡）を開放し、限られたスペースの中でも⼤⼈数でできる遊び等を実施し、児童の運動機会を確保できるよう努
めていきます。
 また、⼯事中の児童・教職員の安全確保可能な動線の検討はもとより、騒⾳防⽌等、授業への影響も最⼩限に抑える対策を講じていきます。

◆⼯事中の学校運営への配慮

 地元⽔利組合と協議し、⽔路については暗渠とし、⽔⾨については移設も含め検討していくことと整理しました。
◆⽔路の整理

〇異学年交流を通して思いやりの⼼を
 育てます。
〇安⼼して相談できる体制の充実を図ります。

●異学年との交流を促進する空間配置
●教員と児童が近く、安⼼な環境づくり

２.⼼の豊かさをはぐくむ学校

〇体育活動や⾷育を通して健やかな⾝体
をはぐくみます。

〇個性が発揮できる場をもち⾃⼰肯定感
 を⾼めます。

●使いやすい運動施設と⾷育環境を体感できる学びの場
●個性を発揮できる表現の場

３.たくましく⽣きる⼒をはぐくむ学校

※今後検討が進む段階で変更する可能性有り

〇地域とともにある学校づくりを⽬指します。
〇安⼼・安全な環境づくりを推進します。

●郷⼟の⽂化・⾃然を学ぶ環境づくり
●安⼼・安全と快適性に配慮した環境づくり

４.町の将来を担う⼦どもをはぐくむ学校

⽥原本町『みらい共育拠点』
-郷⼟愛や創造⼒を醸成し、町の将来を担う⼦どもをはぐくむ -

施設設備の⽅針

 プールの設置有無の検討について、統合校に建築あるいは⺠間に委託する⽐較を⾏いました。
統合校に建築した場合のメリットとしては「移動時間がかからない・全校統⼀的な対応がとりやすい」等が考えられ、デメリットとしては「天候
により中⽌になることがある・イニシャルコストがかかる」等が考えられます。
 ⺠間に委託した場合のメリットとしては「天候に左右されず計画的な実施ができる・専⾨家の指導を受けることで泳⼒向上に繋がる・イニシャ
ルコストを縮減できる」等が考えられ、デメリットとしては「移動に時間がかかる・状況により委託が困難となる可能性がある」等が考えられます。

それぞれに、メリット・デメリットはあるものの、⽔泳授業は⺠間委託により実施することと判断しました。このことから、統合校にはプール
を設置しないことと整理しました。尚、将来的に現状の⺠間委託が困難となった場合には、町外のプール施設を利⽤する等の検討も⾏います。

◆プールの検討

 ⽥原本町⼩学校給⾷検討委員会において検討を進め、答申がなされました。
 答申においては、将来にわたり衛⽣管理・アレルギー対応・地産地消の推進等が充実した給⾷を提供する望ましい実施⽅式は「センター⽅式」
であるとの結論にいたりました。また、センター⽅式で⾏うことで、⽶飯の炊飯機能を持たせることができ、給⾷費の軽減や献⽴の充実にもつな
がります。
 以上より、町において給⾷センターの建築を進めていくと決定したことから、統合校には給⾷調理場を設置しないことと整理しました。

◆給⾷調理場の検討
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